
 

 
      

  たのしいことがいっぱいつまった１年になりますように！ 
 このように願いながら、辰年に当たる２０２４年のスタートを迎えた元日の日の夕方、突然飛び込んで

きた能登半島地震の速報！翌日には羽田空港で航空機事故の発生！テレビ

の映像に映し出される甚大な被害状況を目にするたびに、心が痛みました。 

被災された方々に一日も早く平穏な日々が戻ることをただただ願うばか

りです。また、大きな被害が中山間地域や沿岸地域に集中した能登半島地

震からは、南海トラフ地震に対する備えをさらに強化することを教えられ

たような気もしました。 

  

  

 

 

 １４日間の冬休みを終え、学校では、今日から３学期がスタートしました。３学期は１年の締めくくりの学

期であるとともに４月から始まる新しい１年の準備の学期でもあります。ただ、そんな重要な学期ですが、

登校日数は１年で一番少なく５１日（６年生は５０日）しかありません。明確な目標と見通しを持って、ど

の子にも１日１日を有意義に過ごしてほしいと願っています。 

保護者の皆様、今学期も子どもたちの成長のために手を取り合ってがんばっていきましょう。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

かかしコンテスト表彰式（１２月２５日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンタとトナカイの登場に大興奮の子どもたち！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３ な な さ と 
○な るほど ○な っとく ○さ あ ○と りくむぞ！やって伸びる七里っ子！ 

R６．１．９（火） 
第６０号 
文責：校長 川添 

七里小学校 

私が、第１位に輝いた「畑の

マドンナ弥生ちゃん」です！素

敵でしょう♡ 

私は、第３位に選ばれた「畑の

妖精キャサリン」よ！うふっ♡ 

副賞及び参加賞として 13,000 円分の四万十町共通

商品券をいただきました。12 月 26 日の PTA 役員会

で話し合い、PTA 予算と合わせて、2 月 17 日（土）

の行事の中で、子どもたちに還元することに決定しまし

た。お楽しみに！賞状は玄関の方に掲示しています。 

1月 4日付高知新聞に、ど～んと掲載されました！ 
 以前お知らせしていました「第 23 回森や自然についての子どもたちの作文コンクール」において 2023 年

山の大賞に輝いた 5 年生の青木朝陽さんの作品が 1 月 4 日付の高知新聞に写真付きで掲載されました。坂本仁

さんが撮影したドローン映像を見て、自分が住んでいる地域の美しさに初めて気が付き、感動し、この美しさを

いつまでも大切に見守りたいと思った朝陽さん！ 

本校がユネスコスクールとして大切にしている柱の一つに「自分が生まれ育っている七里のよさに気付き、大切に

思う」ことがあります。それは、まさに朝陽さんの作文のタイトルにもなっている「七里に生まれてよかった」とい

う思いです。ぜひご家族でお読みください。きっと七里のことが今まで以上に好きになるはずです。 

 2 学期終業式の日に、七里小にサンタと 2 頭のトナカイがプレゼントを持ってやってきてくれました。

今回、プレゼントの中身は各担任が子どもたちの喜ぶ顔を想像しながら悩みぬいて考えました。 

ただ、受け取った時はどの子も大喜びだったのですが、子ども同士で中身を見せ合った時、「そっちの方

がいいな」ということもあったそうです。「同じような物がよかったのでは？」というご意見もいただきま

した。来年度この企画が PTAで予算化された場合、役員会にも諮って中身を考えたいと思います。 


